
生
産
性
改
革

生産性新聞生産性新聞
　１時間で１０００案のデザインをつくり、

評価する「パッケージデザインＡＩ」が、

第４回日本サービス大賞の「総務大臣賞」

を受賞したプラグ（東京都千代田区）の

小川亮・代表取締役社長は、「実践『生

産性改革』」のインタビューに応じ、Ａ

Ｉを企業の生産性向上に生かすための方

策などについて語った。その中で、「Ａ

Ｉはコスト改革だけではなく、クリエー

ティビティ（創造性）にも寄与する」と

の考えを示した。

（詳報２面）

　

プ

ラ

グ

が

開

発

し

た

商

品

デ

ザ

イ

ン

評

価

・

生

成

サ

ー

ビ

ス

「

パ

ッ

ケ

ー

ジ

デ

ザ

イ

ン

Ａ

Ｉ

」

は

、

１

０

２

０

万

人

の

消

費

者

調

査

の

結

果

を

学

習

デ

ー

タ

に

使

い

、

東

京

大

学

と

共

同

研

究

し

た

Ａ

Ｉ

シ

ス

テ

ム

で

、

従

来

の

デ

ザ

イ

ン

開

発

の

時

間

と

コ

ス

ト

を

大

幅

に

短

縮

す

る

世

界

初

の

サ

ー

ビ

ス

だ

。

　

開

発

中

の

デ

ザ

イ

ン

案

を

ウ

ェ

ブ

に

ア

ッ

プ

ロ

ー

ド

す

る

だ

け

で

、

消

費

者

が

デ

ザ

イ

ン

を

ど

の

よ

う

に

評

価

す

る

か

を

Ａ

Ｉ

が

予

測

す

る

。

ま

た

、

Ａ

Ｉ

が

評

価

と

生

成

を

繰

り

返

し

、

１

時

間

で

１

０

０

０

の

デ

ザ

イ

ン

案

を

作

り

出

す

。

新

商

品

、

リ

ニ

ュ

ー

ア

ル

商

品

の

売

上

ア

ッ

プ

や

、

商

品

開

発

に

携

わ

る

商

品

開

発

担

当

者

や

ブ

ラ

ン

ド

マ

ネ

ジ

ャ

ー

、

デ

ザ

イ

ナ

ー

の

業

務

効

率

化

と

い

っ

た

メ

リ

ッ

ト

を

創

出

す

る

。

　

小

川

氏

は

「

こ

れ

ま

で

の

Ａ

Ｉ

の

生

産

性

向

上

へ

の

活

用

は

、

ど

ち

ら

か

と

い

う

と

コ

ス

ト

ダ

ウ

ン

の

実

現

が

注

目

さ

れ

が

ち

だ

っ

た

が

、

生

成

Ａ

Ｉ

な

ど

の

新

し

い

技

術

の

登

場

で

、

人

間

の

創

造

性

を

刺

激

す

る

ツ

ー

ル

と

し

て

も

活

用

で

き

る

こ

と

が

分

か

っ

て

き

た

」

と

話

す

。

　

同

社

は

主

に

商

品

デ

ザ

イ

ン

を

評

価

す

る

Ａ

Ｉ

シ

ス

テ

ム

を

提

供

し

て

き

た

が

、

画

像

生

成

Ａ

Ｉ

の

進

化

を

取

り

入

れ

た

新

し

い

デ

ザ

イ

ン

生

成

の

サ

ー

ビ

ス

を

開

発

し

た

。

昨

年

９

月

に

は

、

こ

の

画

像

生

成

Ａ

Ｉ

の

パ

イ

ロ

ッ

ト

版

を

活

用

し

、

伊

藤

園

「

お

～

い

お

茶

　

カ

テ

キ

ン

緑

茶

」

の

デ

ザ

イ

ン

を

手

掛

け

、

好

評

だ

っ

た

と

い

う

。

今

春

以

降

に

、

同

社

の

新

サ

ー

ビ

ス

と

し

て

リ

リ

ー

ス

す

る

。

　

新

サ

ー

ビ

ス

は

、

テ

キ

ス

ト

を

入

力

す

る

だ

け

で

、

日

本

ら

し

い

パ

ッ

ケ

ー

ジ

デ

ザ

イ

ン

を

自

動

生

成

す

る

。

　

打

ち

合

わ

せ

の

中

で

Ａ

Ｉ

が

描

き

出

し

た

デ

ザ

イ

ン

を

見

な

が

ら

、

デ

ザ

イ

ナ

ー

が

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

の

意

見

を

聞

い

て

、

そ

の

場

で

デ

ザ

イ

ン

を

磨

き

上

げ

る

。

こ

れ

ま

で

に

な

い

新

し

い

ス

タ

イ

ル

の

パ

ッ

ケ

ー

ジ

デ

ザ

イ

ン

開

発

の

プ

ロ

セ

ス

だ

。

　

Ａ

Ｉ

を

活

用

し

て

生

成

し

た

デ

ザ

イ

ン

は

、

時

に

突

拍

子

の

な

い

も

の

を

描

き

出

す

。

例

え

ば

、

カ

ッ

プ

麺

に

３

本

の

フ

ォ

ー

ク

が

絡

ま

っ

て

い

る

デ

ザ

イ

ン

な

ど

、

人

が

全

く

思

い

つ

か

な

い

よ

う

な

デ

ザ

イ

ン

が

生

成

さ

れ

る

こ

と

で

、

そ

こ

か

ら

新

し

い

ア

イ

デ

ア

の

創

出

に

つ

な

が

る

。

「

Ａ

Ｉ

は

参

加

者

の

創

造

性

を

刺

激

し

て

く

れ

る

存

在

だ

」

（

小

川

氏

）

。

　

リ

サ

ー

チ

と

デ

ザ

イ

ン

の

両

分

野

で

築

き

上

げ

て

き

た

高

い

専

門

性

を

持

つ

人

材

も

プ

ラ

グ

の

強

み

だ

。

中

で

も

、

デ

ザ

イ

ン

の

評

価

や

デ

ザ

イ

ン

思

考

型

の

商

品

開

発

の

ノ

ウ

ハ

ウ

に

お

い

て

は

日

本

の

ト

ッ

プ

レ

ベ

ル

に

あ

る

。

　

小

川

氏

は

「

プ

ロ

フ

ェ

ッ

シ

ョ

ナ

ル

で

構

成

し

て

い

る

今

の

チ

ー

ム

が

、

最

先

端

の

Ａ

Ｉ

技

術

を

使

い

こ

な

す

こ

と

で

、

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

と

面

白

い

も

の

を

創

り

上

げ

、

価

値

の

最

大

化

を

図

っ

て

い

き

た

い

」

と

話

し

て

い

る

。

日本生産性本部は

ＳＤＧｓの達成に

貢献します

　

お

知

ら

せ

　

３

月

�

日

付

で

「

令

和

臨

調

特

別

号

」

（

２

㌻

）

を

発

行

し

ま

す

。

　

中

部

生

産

性

本

部

と

中

部

経

済

同

友

会

が

主

催

す

る

第

�

回

中

部

財

界

セ

ミ

ナ

ー

が

２

月

８

～

９

日

に

岐

阜

市

内

の

ホ

テ

ル

で

開

催

さ

れ

た

。

「

飽

く

な

き

挑

戦

こ

そ

が

不

確

実

な

時

代

を

切

り

拓

く

！

」

を

テ

ー

マ

に

、

中

部

地

域

の

企

業

経

営

者

ら

が

、

企

業

お

よ

び

社

会

の

あ

る

べ

き

姿

や

経

営

者

が

取

る

べ

き

方

策

な

ど

を

議

論

し

た

。

　

開

会

あ

い

さ

つ

を

行

っ

た

石

黒

武

・

中

部

生

産

性

本

部

会

長

（

＝

写

真

）

は

、

「

低

賃

金

、

低

物

価

、

低

成

長

と

い

っ

た

コ

ス

ト

カ

ッ

ト

型

の

経

済

か

ら

の

脱

却

が

今

、

求

め

ら

れ

て

い

る

。

そ

の

た

め

に

は

こ

れ

ま

で

の

延

長

線

上

で

は

な

い

、

新

た

な

発

想

を

も

っ

て

、

時

代

に

適

応

す

る

新

事

業

や

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

を

創

造

し

、

こ

れ

ら

の

課

題

の

解

決

を

成

長

の

エ

ン

ジ

ン

と

し

て

、

付

加

価

値

を

高

め

て

、

生

産

性

を

向

上

さ

せ

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

生

産

性

向

上

の

一

番

の

要

諦

は

人

で

あ

り

、

企

業

は

人

へ

の

投

資

を

積

極

的

に

続

け

、

日

本

が

も

っ

て

い

る

強

み

で

あ

る

不

断

の

改

善

に

加

え

、

失

敗

を

恐

れ

ず

、

挑

戦

を

し

続

け

て

い

く

風

土

の

醸

成

や

多

様

な

人

材

の

活

躍

、

リ

ス

キ

リ

ン

グ

な

ど

に

よ

っ

て

、

新

た

な

成

長

分

野

で

活

躍

で

き

る

人

材

の

育

成

を

図

っ

て

い

く

必

要

が

あ

る

」

と

述

べ

た

。

　

寺

村

英

信

・

中

部

経

済

産

業

局

長

は

、

「

わ

が

国

の

経

済

は

緩

や

か

な

回

復

の

道

筋

を

た

ど

っ

て

い

る

。

特

に

中

部

経

済

圏

に

お

い

て

は

主

力

の

自

動

車

産

業

が

牽

引

し

、

非

常

に

力

強

い

、

持

ち

直

し

の

動

き

が

見

ら

れ

る

。

一

方

で

足

元

の

賃

上

げ

に

つ

い

て

は

物

価

上

昇

に

追

い

つ

い

て

い

な

い

。

高

い

水

準

で

の

設

備

投

資

と

賃

上

げ

、

価

格

転

嫁

が

実

現

し

て

、

２

０

２

４

年

が

デ

フ

レ

脱

却

の

年

と

な

る

こ

と

を

期

待

し

て

い

る

」

と

来

賓

あ

い

さ

つ

を

行

っ

た

。

　

基

調

講

演

を

行

っ

た

東

原

敏

昭

・

日

立

製

作

所

取

締

役

会

長

代

表

執

行

役

は

、

「

企

業

を

取

り

巻

く

事

業

環

境

を

み

る

と

、

『

製

品

と

テ

ク

ノ

ロ

ジ

ー

の

提

供

』

か

ら

『

顧

客

課

題

の

解

決

』

へ

、

さ

ら

に

は

フ

ー

ド

ロ

ス

や

Ｃ

Ｏ

�

を

ど

う

削

減

し

て

い

く

か

と

い

っ

た

『

社

会

課

題

の

解

決

』

を

考

え

て

い

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

時

代

に

な

っ

て

い

る

。

ま

さ

に

ア

イ

デ

ア

勝

負

で

、

成

果

物

を

ど

う

評

価

す

る

か

が

重

要

で

あ

り

、

労

働

生

産

性

で

い

え

ば

分

母

（

イ

ン

プ

ッ

ト

）

で

は

な

く

、

分

子

（

ア

ウ

ト

プ

ッ

ト

）

を

評

価

す

る

時

代

に

変

わ

っ

て

き

て

い

る

」

と

強

調

し

た

。

　

日

立

製

作

所

の

経

営

改

革

で

は

、

経

営

体

制

の

再

編

や

事

業

ポ

ー

ト

フ

ォ

リ

オ

の

見

直

し

、

ガ

バ

ナ

ン

ス

の

強

化

な

ど

を

実

施

し

た

こ

と

を

説

明

し

た

。

　

１

日

目

の

午

後

は

座

談

会

や

特

別

講

演

な

ど

、

２

日

目

は

分

科

会

討

議

な

ど

が

行

わ

れ

た

。

　

　

（

関

連

記

事

６

面

）

【昭和�年７月�日 第三種郵便物認可】
（１）
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